




1.研究目的 

臨時教育審議会において新しい教育のあり方が議論されているが、その論点のかなり大き

な部分を占めているのは現在の中等教育が直面している多くの課題である。中等教育の対

象が思春期年齢の小児であることはいうまでもないが、思春期の成長・発達の経過にみら

れる身体面および心理面の急激な変化を考えてみると、中等教育が直面している課題は単

に教育の視点からだけでなく、保健の視点からも十分な検討がなされなければならない。 

本研究では思春期における保健上の諸問題を多角的に検討し、母子保健と学校保健の接点

を考慮しながら思春期保健の諸問題を解決するための方策を模索しようとした。以下、研

究協力者および研究協力補助者による研究の成果の概略を紹介する。 


